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　全国 5000世帯 の 主婦を対象 に、1環境保全活動」に関す る グ ル
ー

プへ の 本人お よ び家族 の 協力 ・

参加 に つ い て の イ ン タ ビ ュ
ー
調査 を行 っ た 。 本報告は そ の 結果 を も とに、主 に ご み 問題 に 関す る

グ ル
ープへ の 参加 に つ い て 、どん な属性 の 人 々 が 活動 を担 っ て い るの か に つ い て 、多項 ロ ジ ッ ト

回帰 を用い た分析 を行 っ た 。 そ の 結果、一
般的 に 社会的活動へ の 参加の 要因 と して 指摘され て い

る 、比較的世帯年収、夫婦 の 学歴が 高 く、子 ど もが 学齢期後半 に 達 した 世帯が もっ と も参加 の 確

率が 高い とい う結果 を得た。

キーワ ー ド　環境保全活動、社会参加、多項ロ ジ ッ ト分析

1． 日本に お け る環境保全活動

　 日本に お い て 、
一

般の 人 々 の 環境保全活動参加は以前に比べ て 重要な役割 を担 うよ うに な っ て

きて い る。過去にお い て は、環境に 関係する 「運動」とは騒 音 ・振動や大気、水質、土壌な どさ

まざまな環境の 汚染の た め に健康被害 を被 っ て い る者や そ の 関係者が 中心 とな っ た 公害に対する

反対運動が主 で あ っ た 。
こ の 問題解決の ため に有効な基本的原則と して 、 OECD の PPP （Polluter

pays　principle）が しば しば あげられ た 。 「汚染者負担原則」と訳 され る が、原因 となる行為者 と被

害を受ける もの が特定で きる場合 に、そ の 補償 や回復費用 は原 因 となる行為者が支払 うべ きだ と

い うもの で ある 。 また比較的最近で は、知床の ナ シ ョ ナ ル トラ ス トに み られ る よ うな、希少な 自

然を保讓iしようとい う自然保護運動 もまた環境保全に 関係する運動 の 中 で は重 要な位置 を占め る

よ うに な っ た 。 こ の 場合に も保護 さ れ る べ き白然 とそ れ に対す る破壊行為を行 う者とが 対峙する

性格を持 っ て い た 。

　 しか し、最近の地球環境問題をは じめ とする さまざまな問題は、我々 すべ て が行為者であ り、

被害者 とな りうる とい う認識 が
一
般 の 人 々 の 問に も広 が っ て きた、，い まで は 、

一
般の 人 々 に とっ

て 環境問題 とは 、運動 に参加 しな い まで も社会の 重要な問題で あ り、またその 結果、環境保全に

つ い て周囲 の 人 々 と話 し合 うこ bは一般の 人 々 に とっ て違和感の な い こ ととな っ て い る 。 そ して

さらに 、い ままで 全 く環境保全活動 とは無縁で ある と思われ て きた入々 に も新たな動きが み られ

る ようにな っ て きた。多くは、CBO （Community　Based　Organizations）と総称す べ き、地域 に根づ

い た グ ル
ー

プ で ある 。 な か に は全 国 的な横の 連携 を作 り上 げ、NGO （Non −Governmental

Organizations）と呼ばれる大 きな組織 に発展 した もの もある。こ れ らの 多くは、家庭か らで る ご

み の 問題 、 リサ イ ク ル の 問題 、安全 な食 べ 物や 飲 み 水を求め る運動な どで 生活の 身近な部分か ら

環境を考え よ うと した もの で あ り、 多くは 家庭 の 主婦 を中心 と して い る 。 牛乳 パ ッ ク の リ サ イ ク
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ル 運動な どは、こ うした運動が全国的に広が っ て 活動 を展開して い る
一

つ の例で ある 。 彼女 らの

運動 は地域 の 小売業者を動か し、 自治体を動か した 。 彼 女 らは 、 PTA 活動、地域の子供会 の 活

動、生活協 同組合で の班活動な どを通 じて仲間を作 りあげた 。 廃品回収や牛乳パ ッ ク の リサ イ ク

ル な ど毎日の 家庭 で の 家事の 延長上 にある活動は、参加者に と っ て具体的 でわか りやす い 活動 で

あ っ た 。

　こ れ ら の動きを単純 に環境問題 の性質の 変 化と、主婦を含む
一一般市民 の 環境保全意識の 高まり

の み に動機づ ける こ とは適当で あろ うか 。 た しか に 、環境保全意識の高 ま りは大 きな要因の
一

つ

として あ げられ る で あろ う。 しか し、それ だけ で 地域的 に 、さ らに 地域を こ えて 活発な活動 を続

け る 組織 を形成で きる の で あろ うか。

　本論 文で は、主婦を中心 と した環境保全活動を取 り上げ 、 その 参加者の 属性 を分析する こ とに

よ っ て、近年の 環境保令活動の 方向を探る。なお、本論文で は 、従来の 「行為者一被害者」の 対

Ilr寺の構図で は なく、「行為者
一

被害者」双方不特定多数の 問題に つ い て の 運動 を従来の 環境保護

運動 と は違 っ た性格 を持 つ もの として 、「環境保全活動 1と い う用語 を用 い る こ とにする 。

2．環境保全活動参加 に つ い ての 既存の分析

　環境保全活動は 、 基本的に は社会に お い て 人々 が さまざまな働 きかけを行 う社会運動の
一

つ と

考えられ る 。 環境問題 が 市民
一
人
一

人が加害者で あ り被害者 とな りうる とい う状況 へ の 問題の性

質の 変化 と
一

般 11∫民の 環境保全意識の 高 まりは 、 運動 を起 こ すに十分な動機 となるで あろ う。 し

か し、単なる 意識の高 まりが 、ごみ 問題の 例の よ うに積極的に市町村の 廃棄物行政に発言 し、さ

らに市町村横断的 な連 帯活動の 展開へ と発 展す る の で あろ うか 。

　図 里に、NHK 放送文化研究所の デ ータ に よ る （辻，1gg3）「環境保護団体の 会 員で ある」 と『1

答した者 の 性別、職業別の 分布を示 した 。 女性では、フ ル タイム で雇用 され て い る者 の 回答はな

く、「専業主婦」「家業手伝 い 」「パ ー
トタイム」で ほ とん どを占め る 。 専業主婦以外 もほ と ん ど

既 婚者で あ る 。 50 歳代以降の 参加 者が特に 多い こ とか ら、子育て期 をす ぎた 主婦の 参加が 多い

と言 うこ とが で きる 。 ま た 、男性 に つ い て は 「フ ル タ イ ム被雇用者」が 各年代で 〔50歳代 を除

けば）2〜4％程度 の 割合で 会員とな っ て い る こ と が わか る
。 30 歳代 と 60歳代で 「そ の 他」の 職

業 に就 い て い る者が 多い が 、60歳代の場合に は 「退職者」が 主で あ り、3〔〕歳代の 場合に は 「自

営 ・家業手伝 い 」が 主 で あ る 。
つ ま り、男性 の場合に は 「退職者」を除 けばフ ル タイ ム の就業の

た め 団体活動 に時間 を多く割 くこ とは で きない 者が 多 く、女性の 場合 に は 「専業主婦」や 「パ
ー

トタイ ム 」が 多く団体活動 にか な り時間を割け る者が多い こ とが特徴 とい えよ う。 こ の デ ータが

全国 16歳以上 の 男女 を住民基本台帳を元に 無作為抽出 した調査 に よ る こ とか ら、全 国的な傾 向

と見なす こ とが で き る で あ ろ う。

　したが っ て 、
こ の 調査か ら平均的 に は参加の 率は大差ない もの の 、男女で 環境保護団体へ の 参

加者の 要因や参加者の 構造は異な っ て くる こ とが推察で きる 。

　本論文で は 、 厳密に は環境保護団体 の 会員 に 1垠 っ た分析 を行 うわ け で は ない
。 しか し、．hに ヒ
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図 1　 環 境保護 団 体の 会員の 割合 （％〉

デ
ー

タ ；ISSP 環 境 調査 1993年 （NHK 放送 文化 研究所） よ り筆者作成

げ た よ うな調査結果か ら、男性 と女性で は 環境保全活動 に従事する参加者に つ い て の参加要因や

参加者の構造は異なっ て い る こ とが容易に推察で き 、 さらに女性 の 場合に は i、婦が 中心 白勺な活動

参加者で ある と推論で きるで あろ う。 本論文で 、主婦 に絞 っ た調査 ・解析 を行 うの は こ の ため で

ある 。 デ
ー

タ の 説明の 際に述べ るが 、 本調査 の k たる分析に用 い た設 問である、回答者 の 家庭 で

どんな活動に参加 して い るかに つ い て の 回答を見 る と、「参加」として取 り扱 うこ ととな っ た全

720 世帯中 「ご み問題」が 663世帯 と92％を しめてお り、実質的に こ れ らの 参加は 主婦が 中心 と

な っ て い る と考えられ る 。

　 しか し、本論文で は家庭 を持 つ 女性 の 、「ご み問題」をは じめ とする 家事 の
一

部またはその 延

長 として行う環境保全行動に つ い て は 取 り扱わない
。 その ような行動 も環境保全 の ため の行動 と

して は重要で あるが 、本論文で は こ れ よ りも 、 地域 的に大 きな影響力 を持つ ほ ど に組織 され、自

治体 の オ フ ィ シ ャ ル な場 で 発 ぎをし、さ らに 地域 をこ えた活発な活動 を続け る、社会的な影響力

を持 つ よ うな細織が なぜ 形成 され うる の か に着凵 した い 。時間的に余裕が あるだけで な く、リ
ー

ダーシ ッ プを発揮で きる ような参加者が い て こそ人々 が組織化 され、組織が横に つ なが っ て い く

の ではな い だろ うか。

　 本論文は、環境保全活動が こ の ような組織的な活動 と して 展開を見せ た
一

つ の 要因を、家庭 を

もつ 女性の 社会参加の 状 況の 変化に もとめ る 。 次節以降で述 べ る ように、家庭をもつ 女性の ライ

フ ス タイル は大 きく変化 してお り、その ひ とつ の 方向が、個人 レベ ル を超えた 、多様 な任意の グ
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ループへ の 参加で ある 。こ うい っ たグ ル
ープへ の 参加者 の 属性 と環境保全活動 へ 参加 して い る回

答者の属性 を比 較検討する こ とに よ り、環境保全活動に参加 して い る 主婦 の 活動参加要 因を明 ら

か に した い 。

2．1．主婦の 社会参加に つ い て

　 矢澤澄 r一らの研究グ ル
ー

プ は、横浜 を中心 と した地域で の 調査結果か ら （矢澤 ，1993 ：72−73）、

次の よ うな観察結果 を報告 して い る 。

　「主婦女性の ラ イ フ ス タイル の 多様化の もう
．一

つ の 側面は、就労以外の 面で の 活発な社会参加

で ある。多様な趣味サ
ー

クル や学習活動へ の 個 人 レ ベ ル で の 参加 に とどまらず 、食品 の安全性 を

求め る消費者運動や 自然保護活動、反原子力運動、地域で の 文庫活動や福祉ボ ラ ン テ ィ ア などが

地域 の 『全日制市民』と して の 主婦女 性 を中心 に組織 され 、 従来の 「専業主婦』イ メ
ー

ジとは異

な る tt一婦 の 出現 と して 注H され て い る 。 中に は ワ ーカーズ ・コ レ クテ ィブ （共同出資 ・自己管理

に よ る 白己実現 型 の 新 しい 仕事づ くり）な ど活動 の 事業化に 成功する もの もで て お り、 また都市

近郊 を中心に より恒常的な市民運動や政治活動を目的と した組織 も生 まれ てい る 。 私的生活の 改

善をめ ざす母親 と して 、妻 として の 立場 で の 運動 に と ど まらず、生 活 の あ り方を問 い 直 し、 大量

牛産大量消費や使 い 捨て文化とそれ らを支える教育・政 治な ど、生活世界の あ らゆ る場面をおお

う産業の 論理 に異議 を申し立 て る 『新 しい 社会運動』の 担 い 手と して 、高学歴の 都市の 主婦達が

登場 して い る1。

　また、横浜市中区の女性 フ ォ
ーラ ム実行委員会 を調査 した結果 （国広 ，1993：196−197，234）に

よ れ ば、

　「（『フ ォ
ーラ ム 』q1 活動 を に な う女性達は ）…役職経験で は他 （引用者注 ；学習 ・消費者 ・ボ

ラ ン テ ィ ア グ ル ープ の 現在の 主 な地域 活動参加グ ル
ー

プ を指す）に 、 prA 活動が多 く、ヒ ア リ ン

グ情報 をあ わせ て み る と 、 子 どもの 幼稚園 ・父母会等の役員経験や小学校以 降の PTA 役員経験

が、女性の 地域活動参加や地域で の 仲間づ くりの 最初の きっ かけ とな っ て い るこ とが 、 『フ ォ
ー

ラ ム』 メ ン バ ー
の 場合に もあ て は まる」。

　「…代理人運動
［　］） を地域で になう地域 ネッ トの 会員達が、『ふ つ うの 毛婦』で ある こ との 中身

をやや詳 しくみ て きた 。 そ こ で は、育児期後の ラ イ フ ス テ ージ に おける 自由時間の 増加 と都市中

上層サ ラ リーマ ン の 夫 の 所得が 『活動専業主婦』ある い は 『活動兼業主婦』の 生 活を支える時間

的 ・経済的 ゆ と りの 基盤 とな っ て い る こ と、生活領域 で 主観的に捉えた疑問や 問題 を社会問題 と

考え る能力の深化は 、女性の高学歴 化に伴 う社会的関心の 高 まりに裏打 ちされ た もの で あ る こ と

を確認 した」，，

　 つ まり、「ふ つ うの キ婦」達は、自分たちの 生 きがい を求め て社会活動 に飛び込んでお り、そ

れ を許 して い る の は彼女 らの 配偶者で ある夫の 所得の 向上 と育児期後の 自山時間の 増加で あ っ

た。「全 日制市民」 と して 「新 しい 社会運動」の 担 い 手 とな っ て い くの である。

　矢澤 らの調査結果は、「で はなぜ彼女 らは就業 しな い の か （必ず しも金銭的な報酬 を得 られ る

わけ で は な い 活動に 自らの 資源 を投入す る の か）」とい う問 い に は 答えられな い 。高い 能力を持

つ 彼女 らな らば、必ずやそれ に見合う労働が あ るの で はな い か 。
こ れに つ い て 、上 野千鶴了

・
（上
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野 ，1994 ：43）は次の よ うな事実をあげる 。

　 「1983 年に 発 表され た 『昭和 57年度就業構造基本調査 』に よ れ ば 、 有配偶女子 の 有業率 は 50，8

％ と 、
つ い に半数を超えた 。 既婚女性の うち 「働 く卞婦』は 『専業主婦」を E同 り、『結婚 した

ら家庭婦人』と い う女性の ライ フ コ ース は、少数派に転落 した 1。

　全 体 として みれ ば 、 「活動専業主婦」「活動兼業主婦」は少数派に なっ て い る の で ある 。 とこ ろ

が、まだ労働市場に い る未婚女性は、専業主婦志向が 高い 。た とえば、上野 らに よれ ば （上野、

1994：56）「い ずれ の 年齢層で も民 間企業勤務の女性の 半数以．Eが い ずれ家庭に は い る こ とを望

ん で い る」とい う結果 が得られて い る 。
こ れは 、 上野の 分析に よれ ば、第

一
に働 く主婦の現実

（減 らな い 家事負担、劣悪な労働 条件、仕事人と主婦 とい う 『二 重役割』に よっ て 負担 の 増 える、

ゆ とりの ない 生活）が明 らか に な っ た こ と、第二 に 「専業主婦で あ る こ とは、『ゆ と りの 証明』

で ある こ と」が 明らか に な っ た こ と、の 「 点に よ る もの で ある 。 ゆ と りの 中身は 何 か。上野 に よ

れ ば （上野 ，1994 ：61）、

　「『専業主婦』は 、その 実 『家庭 に とどまっ た女』で は なか っ た 。 彼女た ちは 、職場 に こ そ で な

か っ た もの の 、地域活動や ネ ッ トワ
ー

キ ン グの ため に家を留守にする ように な っ た 。 金井淑子氏

は、彼女らを 『活動専業 ・主婦』と名付 けて い る 。 専業主婦は専業主婦で も、家事専業で はな く

活動専業とい う意味で あ る 。 私 自身が行 っ た京阪神の 主婦層の 問で の 草の 根 ネ ッ トワーカ
ー

の 調

査に よれ ば、主婦が出歩 くため の 条件は時間資源 と貨幣資源で ある。事実彼女 たちは、平均値よ

り高学歴 ・高経 済階層 に 属 して い る。専業主婦 は…彼女 たちは 『自分が し た い こ と をする た め 』

に 、職場に で な い こ とを選ん だ特権的な層 に な りつ つ ある」。

　 こ の 分析結果を 、 矢澤 らの 調査結果 と あ わ せ て 解釈すれ ば
、 職場に出な い こ と を選択 した 「ゆ

と りある専業主婦」は、充分な時間資源 と貨幣資源と受けた教育を生か して 「活動専業 ・主婦』

として活発な ネ ッ トワ
ー

ク活動 を展開して い る、とい う結論 にな る。こ の 背景 に は、魅力 を失 っ

た 「働 く主婦」の モ デ ル が見えか くれ して い る の は もちろ ん で ある 。 ただ し 、 「女性の就労 を経

済 フ ァ ク ターだけで 論 じれ ば、働か ざるを得な い 人 々 は と っ くに働 い てお り、働かな くて も済む

人々 は働 い て い な い 、とい うミ も ブ タ もな い 現実が 浮か び一Lが る」（−L野 ，1994：53）の で ある 。

時間的 ・経済的、そ して 能力的に も余る もの を持 っ て い る彼女 ら は、子育て終了後、再び社会に

参加するが 、割に合わな い 「周辺労働力」としてで はな い
。 就労が必要な者は 「割に合わな い 」

など とい う以前に就労せ ざる を得ない の で ある 。

　有業者の 妻 の 就業行動 に つ い て は、労働経済学 の 立場 か ら島田晴雄 C2 ） も述 べ て い る （島田

1986 ：22−23）。 特 に妻の学歴 との 関係 に つ い て 述 べ た部分を引用する と、

　「…こ の デ ータ （総務庁統計局 『就 業構造 基本調査』各年版 よ り作成 した 、1974 年 と 1982年 の

「学歴 別に み た女子の 有業者比率』）に よる と、……
。

い まひ とつ は、30歳代、40歳代の 中年層

で は 中学卒、高校卒そ して短大卒の 順 に有業率が低 まる こ とであ る。大学卒はやや高い が 中学卒

よ りも低 い
。
こ の 減少は有業率が学歴 と逆相関を して い るよ うに も見受けられ る が、高学歴の 妻

が多 くの場合比較的所得の 高 い 高学歴の 夫を配偶者と して い る こ とか ら、夫の 所得の 妻 の 就業に

対す る負の 効果が 、妻 自身の 教育の高 さが就業に対 して持 つ 止 の効果 を凌駕 して い る可能性が大

きい 」。
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図 2　女性 の 有業者比率 と社会的活動行為者率 （『平成 3年度社会生活基本調査』）
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　図 2 は、平成 3年社 会生活基 本調査 （総務庁統計局）を もと に作成 した グ ラ フ で あ る 。 実線は、

有業者率を示 して い る が 、20〜24 歳代 と40k49 歳代 を頂点 と し たM 字型を し て い る こ とが 見て

取れ る ， ドにある 3種類 の 破線 は 、「仕会参加行為者率」と 「社会奉仕活動行為者率」、お よ びそ

れぞ れ の 合計 を示 して い る ［3 ｝ が、30〜39歳代で 急上昇 し、以 降なだ らか に減少 して い る様子が

見 て 取れ る。

　以上 か ら 、 女性の 社会参加行動は次の ように ま とめ られ る で あろ う。
つ まり、い っ た ん学業を

修 ゴし就職 した女性の うち、ある者は就業を継続するが、他の 者は結婚 また は出産を契機に労働

市場か ら退出する 。 さら に子育て 期が 過ぎ時間的余裕が で きた彼女 らは 、 配偶者の所得が比較的

低 い 場合に は、［家計補助」などを目的に 再度就業す る こ と に よ っ て社会へ 再度参加する が 、配

偶者 の 所得が比敕的高 く金銭 的 に も余裕の あ る者は、「就業 しな い こ と」を選択す る こ とが で き

る 。 そ して 、自らの 都合に あ っ た 「活動」を選ん で 社会へ 再度復帰する 。 後者 の 場合 に は、「家

計補助」な どの 切 迫 した必 要が な い ため 、自己実現や 自己の 生 きが い を見 い だす ため の 活動、自

ら の 問題 意識 を基 準に活動 を選ぶ こ と に な る 。 彼女 ら は 、時間的資源 ・金銭的資源に 恵ま れ る だ

け で な く、高 い 教 育に も恵 まれ て い る こ と が多い 。

2．2．環境保全活動参加者の属性に つ い ての さま ざまな分析

　 とこ ろ で 、環境保全 活動の 側か らみ て 、そ の 活動参加者に つ い て は どの ような分析が な され て

い る の だろ うか 。

一般 市民 の 環境保全活動につ い て の 態度な ど は 、総理 府世論調査等で しば しば

取 り上 げられ て い る 。 また、トラ ス ト運動や 自然保護団体へ の 寄付 に つ い て もい くつ か調査例が

あ り、例 えば西岡ら （西 岡
・
北 畠，1986）が 知床お よ び大神崎で の トラ ス ト運動の 基金に寄付 を

した 人 々 を対象に した調査 な どが そ の ひ とつ と して あげ られ る 。
こ れ によれ ば、知床や天神先で

寄付をした人 々 の 特徴 として 、30歳代か それ よ り若 い 世代が比較的多い こ と、職業別で は教員 ・

公務員や専 門職、家庭の 主婦が 多い こ とが指摘 され て い る 。

　他 の 調査結果 で は
、 所得や学歴等も関連する こ とが 指摘 され て い る 。

エ ス タ ーら （Ester，　et．　al．，
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1994）は 、 オ ラ ン ダ に おけ る事例 につ い て 、環境保全に関 して積極的な姿勢を持 つ 人 々 の属性

は、や は り高学歴の傾向が見 い だせ る と して い る 。 高所得 に つ い て は若干そ の 傾向が ある と して

お り、学歴 より関連 は弱 い 。 シ ェ
ーカ ト （Shcrkat，1991）は、合衆国に おける親子社会化パ ネ ル

調査 （Youth 　一　Parent　Socialization　Panel　Study） を川 い て 、1960 年代 中 頃 の 学生運動お よ び環境保

全活動へ 参加 した 人 々 の プ ロ フ ァ イ ル の 分析を試み て い る 。 多項 ロ ジ ッ ト回帰分析 を行 っ た結

果 、彼 の 結論 は、白人 で 、高校時代の 成績が 優秀で 、大学を卒業 して お り、北部出 身で 、無宗教

者 は、そうで な い 者に 比 べ て環境保護運動 へ 参加する傾向が 強か っ た とい うもの で ある 。 同様

に、デ ィ
ー

クマ ン （Diekman ，
　1992）は、ミュ ン ヘ ン とベ ル ン で の 調査結果か ら、男性 よ り女性 が 、

ドイ ツ の ミュ ン ヘ ン 居住者 よ りス イス の ベ ル ン 在住者が、そ して 隣近所 との つ きあい が多 く、教

育程度が高 い 入々 ほ ど、環境保全行動を とると い う傾向を見 い だ した 。

　また、ダ ン ラ ッ プ （Dunlap，　et．al．，1992）によれば、ア メ リ カ の 環境保護運動は い くつ か の 全国

規模 の強力 な団体に よる議会へ の ロ ビ
ー

活動が特徴 と して あ げ られるが、そ の 支持基盤 は高学歴

と高所得の 中流 以上 の 自人が主 であ る とい うこ とで ある。最近は 、そ の結果 マ イノ リ テ ィ グ ル ー

プの 居住地で の 劣悪な環境が問題とな り、マ イ ノ リテ ィ の 環境保全活動 グル
ー

プ も活発 にな りつ

つ あ る が、政治的 に影響力を持つ ほ どに は育 っ て い な い と い われ て い る 。

　本論文で は 、西 岡 ら の調査例 か ら 日本に お い て も、受けた教育、所得、職業な ど と環境保全活

動 へ の参加は関連 して い る こ とが予 想 され る 。環境保護団体 へ の 加入状況で 見る と、辻 らの 調査

デ
ー

タか ら見る限 り、男性 にお い て は、被雇用者、既婚女性で は専業主婦や パ ー
トタ イム で 就 業

する女性の 加入が多か っ た。つ ま り、男女 の 参加要因は大 きく異なっ て い る こ とが予想 され る 。

そ の た め 、こ こ で は特に既婚女性の 行動に注 目 した分析を行 う。

3．本論文 での検証

　本論文で は 、 特 に既婚女性 の 行動 に注目 して 分析を行 うが 、こ れ まで 見て きた先行研究か ら以

下 の ような点に着 日した 、， （D まず 「世帯主 の 就業状 況 （世帯の 属性 〉」で あ る 。 既婚女性の 中

で も 、 環境保護団体 へ の 加入者につ い て の 既存調査で は、専業または パ
ー

トタイム で 働 く主婦が

主で あ り、家業 に従事す る者な どは ほ とん ど例が なか っ た 。 こ の ため、「世帯属性」が大 きく影

響して くる こ とが考えら れ る 。 商工 業の 白営世帯の場合 、 自営者の配偶者 もまたそ の 経営 に参加

する こ とが多く、専業の 主婦で あっ た りパ ー
トタ イム で ある こ とは比較的少な い と考え られ る た

め で ある 。（2）社会活動参加の きっ かけと して 、∫
・
どもの PTA 活動な どが指摘 され て い る こ と

か ら、「子 どもの 有無」が重要 なポ イ ン トで あろ う。図 2 に み られ る 女性の 有業者率の M 字型曲

線 の 中の くぼ み は 、主に 女性の 結婚 と出産に よる もの で あ るが 、社会活動参加は こ の くぼみ の 終

わ り近 くか らあが っ て い る。した が っ て 、い っ た ん 結婚お よび出産で 家庭に 引き上 げた女性が 、

子 どもの 手の 離れ る年代 に な っ て 再び就業す る か、または就 業で はな く社会活動 を参加するか 、

または両 方をうま く時 間配分 して行 うか 、の 形で 活動 を始め た と見る こ とが で きる で あ ろ う。 ま

た 、同時に 「子 ど もの成長段階」も大きな要因で あ る と考え られ る
。 （3）上野の 指摘か ら 「【［1帯
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表 1 調 査 の 概要

調査対象

　 地 域
全 国

調査対象 2 人以上普通世帯

標本数 5，000

抽 出方 法 層化 二 段無作為抽 出

調 査方 法 調査 員に よる留置記入依頼

実施 期 間 1991 年 8 月　2 日〜 12 日

回収結果 回収数　　 4，025　 （回収 率　 805 ％ ）

図 3 分 析 に 用 い た 設問

問　環境問題に 関す る さ まざまな市民 の 活動が さか ん に な っ て い ますが、次 の よ う

な活 動 の 中で 、あな た ご 自身や ご 家族の 方が 参加 して い るもの がありましたら、い

くつ で もお 答 え くだ さ い （○ は い くっ で も）

（ごみ 問題 に つ い て の グループ ）

（自然 保 護に っ い ての グル ープ）

（そ れ以外の グループ や活動）

1　牛乳パ
ッ クの 再生 に開 する グル ープ

2　 ごみ 処 理 や ごみ の 資源化 に 関す るグル ープ

3　 リサ イ クル に関 す るグ ループ

4　 その 他 の ごみ 問題グル ープ （具 体的に　　 ）

9　水 問 題 に つ い て の グル ープ （具体 的 に　　）
10 その 他 の グル ープ や 活 動 （具体的に 　　）

11 何 も参加 して い ない

の 所得」 も、大 きな要因で ある。なぜ な らば、「世帯の 所得」が ある
一

定以 Fの 場合、多 くは就

業 し収入 を得る こ とを選択 す る傾向が強 い た め で ある 。 た だ し 、 「世帯 の 所得」は こ の 選択後の

結果で ある た め 、主婦の 就業状況 も同時に考慮 しなければ ならない
。 （4）さらに、「主婦 の 学歴」

で あ る
。

こ れ は
、 先に述べ た矢澤 らの 調査結果、上野 の 調査と分析か らもキ婦の 社会参加 との兼

ね合い を見る E で 重要 なポ イ ン トで あ る 、、（5）本人 の環境 に対する 意識の高 さ も重要で あろ う。

しか しなが ら 、 これ に つ い て は 、「活動 を通 じて 意識が 高まる」場 合もあ り、参加の 要因と して

分析する の は 難 しい た め 、今回 は こ の 点 につ い て は考慮 しな い
。

3．1．調査 と方法

　本撮告は全国 5
，
000［U：帯の 主婦 を対象とした 、調査結果に よ る もの で ある （表 1）。 調査は 1991

年 8 月に調 査員 に よ る留置記入依頼 方式で 実施され 、 回収率 は 80．5％ 、有効回収数は 4，026票で
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表 2　 ク ラ ス ター
の 概要

クラ

ス タ
ー

番

号

クラ ス タ
ー

の 名 称

サ ン

プル

数

年収最多

階層

（円 〉

（％）

齷

一
戸

建て

串

世 帯主

年 齢最

多階層

 

世帯 主学歴 最

多階層 （％）

主 婦掌歴最

多 階層

（％）

家族数

（平 均

！人 ）

活動参

加串

（％）

主婦 の 就業状況

（％ ）

1

年 金・利 子

世 帯／専 門

職単夫婦世

帯

474
司 GO 万

（46・4）
86．50

ω 才 一

　 （78．7）

新制 高校
・
旧

制中学

（38．o）

新制高校
・

旧制中学

（47・7）

3．1719 ，62

専業主 婦　　　　　61．6％

パ ー
ト
・
内職 　　　17，72％

家業　　　　　　　工0．97％
フル タイ ム　　　　　9．70％

2 農 家世帯 卸 0400

呷

　「〕0 万

　（44，8）

97．4160
才 一

　 （47・0）

新制 中学 ・高

等小 学校

（6Ll）

新 制中学 ・

旧制女掌 校

（56・7）

4．5G15 、56

専業 主 婦　 　　 　　16．67％
パ ート ・内職　　　1148％

家 業　 　　 　　 　　6222％

フル タイ ム　　　　　9．63％

3
一

般被傭 者

世帯
1549400

陶

　rgo 万

　（45，7）

73．27

姆 才

一50 才

　 （36，2＞

新制高校 ・
旧

制 中学

（48・9）

新制高校 ・

「日制 中学

（5Z3）

3．982ZO1

専業 主 婦　 　　 　　3551％

パ ー
ト
・内職 　　　3634％

家業　　　　　　　5・42％

フ ル タイ ム　　　　 22．72％

4
被傭 者管理

職 世帯

3011000
万
一

（48・5）
81．〔瓱

50 才
一60 才

　 偶6，2）

大 学
・
大 学

院・
旧制専門

学校 （5λ8）

新制高校 ・．
「日制 中学

（62L1）

3，952757

専業主 婦　　　　　　　　　　47，18％

パ
ー

ト
・
内職 　　　3156％

冢業　　　　　　　 7・97％

フル タイ ム　　　　 13．29％

5
商工 自営 世

帯
5694

α〕−

　7QO 万

　σ1・6）

86．卯

50 才

一60 才

　 oz2＞

新 制高校
・
旧

制中学

（5L5）

新制高校 ・

旧制 中学

（55・0）

4．08Z 〕．21

専業主婦　　　　　1933％

パ ー
ト
・内職 　　　1Z65％

家業　　　　　　　　　　　　　　57．47％

フ ル タイ ム　　　　1054 ％

6
専門職 世帯

（非単夫婦 ）
179

齢

　700 万

　（45．3）

6‡．2530
才

燗 才

　 （45，3）

大掌
・大学

院 ・旧制 専門

学校 （59．8）

短 大 ・専門

学 校

09．1）
4．1825 ．η

専業主 婦 　　 　　 　53．07％

パ ー
ト
・内職　　　26．25％

家業　 　 　 　 　 　 　 559 ％

フ ル タイ ム　　　　 15．08％

あ っ た。調査対象者は 、全国 2人以上普通侵帯 の 主婦 を対
．
象 と して層化二 段無作為抽出された 〔4」

。

本報告で 用 い た 設問の 内容 を図 3 に 示す 。 設問は、「ご み問題 に つ い て （牛乳 パ ッ クの 再生 、ご

み処理や ご み資源化 、 リサ イク ル
、 そ の 他）」、 「自然保護に つ い て 」、「水問題 に つ い て」、「そ の

他」な ど環境保全に関する 活動を い くつ かあげ、回答者 自身または家族が それぞれ の グル
ー

プ に

参加 して い るか どうか を回答 させ た。そ して、こ の 中 で 一つ で も参加 して い る と回答 した主婦 を

「参加」と して取 り扱 っ た 。 本論文で取 り上 げた 「環境保全活動」 とは 、 ごみ問題や 自然保護運

動 を中心 と した団体へ の 参加活動を指す 。 日常的な省資源 ・省エ ネル ギ
ー行動や、団体 と して は

行 っ て い ない リサ イク ル の 心がけな どはあえ て取 り上 げて い な い
。 そ れは、本論文で は環境をと

りまく状況 を変えよ うとする積極的な 「行動」を取 りトげよ うと したた め で ある 。 なお、設問で

は、同答者 （主 婦）本人 だけで な く、家族で参加 して い る もの も含むが 、「参加」として取り扱

うこ ととな っ た全 720世帯中 「ごみ問．題」が 663世帯 と 92％ をしめ て い る ため、実質的に こ れ ら

の 参加は主婦が 中心 とな っ て い る と考え て よ い と思 わ れ る 。 以 下 の分析で は、「ごみ 問．題 に つ い

て 」 の 分析 を中心 に述 べ る。

3．2．調査世帯の概観

　
．
調査 世帯の概観を表 2 に示す 。 こ の 表で は、ク ラ ス タ ー分析を行 っ て 、世帯主の 職

．
業とその
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特徴ご と に 6 つ に分類 した もの を示す 嚇
。 第

一
の 類型は 「年金 ・利子世帯 ！専門職栄夫婦 世帯」

で
、 年金 や利子所得が主 な世帯、また は専門的 （医者、弁護士 な ど）な職 業で あるが年齢層

が高 く年収の 階層が低い こ とか ら、隠居 に近 い 世帯 と考 えられる 。 しか し 、 専業主婦の 率が もっ

とも高 い
。 第二は 「農家仕帯」で 、阯帯主、主婦の 学歴が他の クラ ス タ

ー
に比 べ て やや低い

。 ま

た、活動参加率 もや や低い 傾 向にあ る 。 主 婦の 約 6 割は家業に 従事 して い る。第； は 「一般被傭

者世帯」で 、集団の サ ン プ ル数が 最も多 い 。主婦の フ ル タイ ム 就業率の 最も高い 層で あ る 。 第四

は 「被傭者管理職世帯」で あ り、第三 の 類型 に 比 べ て や や 年齢階層が 高 く、所得階層、学歴が他

の 階層 に 比 べ て 飛び抜けて 高い
。 活動参加率も高い 傾 向に あ る u 第五 は 「商工 自営世帯」で 、主

婦が多くは家業に従事 して い る こ とを除けば平均的な階層で ある 。 第六 は 「専門職 （非 単．夫婦）

世帯」で ある 。 こ の 類型は 比 較的若い 層が 多く学歴 も世帯 セ、 主婦共に高 い
。 しか し、非就業の

主婦 （専業キ婦）が 第
…

の類型に次 い で 多 い
。 第

一
と第六 の 世帯 の大 きな違 い は家族構成で あ

る 。 家族人数の 平均は約 1人の差があ り、世帯主の 年齢層 も大き く異 なる 。 第六 の 世帯は、子育

て 中 の 世帯で ある と考え られ る 。

　こ れ らの 6 つ の類型か ら、環境保全活動に参加 して い る人 の属性 を、E野、矢澤 らの 調査例 と

あわ せ て 仮 説 を立 て る

』
と どうなるだ ろ うか 。

　第四 の 世 帯は、年収最多階層が 1000 万円以 ヒと高い 。 主婦の 学歴 は そ こ そ こ 高く、配偶者の

学歴は こ の 年代で み る限 り高い 部類 で あ る 。 そ して 、専業卞婦の割合 は第六 の 類型 よ りは低 い も

の の 全体で 見る と高い 部類 に属 し、活動参加率は こ こ で あ げ た 世帯類型 の うち も っ とも高 い
。 上

野 、矢澤の 調査結果 と整合す るな らば 、
こ の 第四 の世帯の 「専業主婦」が 「活動専業 ・卞婦」の

特徴 を も っ と も満た して い る 匿帯で ある とい えよう。 第六 の 世 帯は年収の 最多階層が 4〔〕O〜700

万円層で ある が、学歴 が夫婦 と もに高 く、 世帯主 の 年齢 も他の 世帯類型 に比べ て 若い 。 子育て期

と見 られ るため 、 専業主婦が も っ とも多い 。 もし、こ の 世帯類型が年 を重ね て 第四 の 類型 に 移 っ

て い くな らば、こ の 第六 の 類型の 主婦は、「活動専業」主婦の 予備軍 と見なす こ とが で きよ う。

4．多項ロ ジ ッ トモ デル を用 い た要因分析

　こ こ で は
、 多項 ロ ジ ッ トモ デ ル 16，を用 い て 、「ご み問題」に つ い て の グ ル ープへ の 参加に つ

い て 、参加の 有無 を被説明変数に、そ の 他 の 世帯属性 を説明変数と して 適 用 した 。

4．寸．計算結果 とその 考察

　表 3 に 「ご み問題」につ い て の グ ル
ー

プ に参加 して い る と回答の あ っ た世帯に つ い て 、その 特

徴 を有意に説明する モ デ ル を示す 。 尤度比検定の結果 、こ の モ デ ル で推定された パ ラ メー
タ
ー

が

0 である危険率は 0．27であ っ て
〔7）

有意で はな い こ と と、ほ とん どの 変数は危険率 5 ％ 以下で 有

意で あるため こ の モ デ ル は十分な説明力を持 つ と考えられる 。有意な変数として取 り上げられ た

変数は 「主婦年代」「子 どもの 有無」「世帯年収ク ラ ス 」「世帯主職業 （
一

般被傭者）」、「主婦就業

状況」「主婦学歴」お よ び交互 作用項 の 「主婦年代 × 主婦学歴」「主婦年代 x 世帯年収 ク ラ ス 」「世
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表 3　多項 ロ ジ ッ トモ デル の結果 （ごみ 問題）

、 痴 参

変数 変数 の 内 容 参加
大学 ・大学院 0．33ホ事

尤度比　　　0創 　　　　 κ
2
値474・77 （DF・457）

世帯主 職業

（
一
般被傭

者 ） （非）

短 大 ・専門学校 一〇，1・

40 歳 5．35畔甲 高校 ・中学 ・0．3

世帯主 職 業 （一

般被傭 者） ×

圭婦学 歴

D．F．
　 　 　 　 　 2

γ
2
値

　 　 　 　6．71申 申

30＝ ＜ ＜40 一／5 唱艸 大学 ・大 学院 一〇．3
主婦年 代

D ．F．
　 　 　 　 　 4
Z2 値
　 　 　 112．97 窮 牌

40昌 く く50 ．／，1ゆ艸
世帯 主 職 業

（一般 被傭

者 ）

短大 ・専門学校 0．08

・14 艸寮 高校 ・中学 0．25
50＝く く60

一399 万 円 一〇．1一
60＝く 一1．4 400 −699 0、42．

い ずれ もな し ．0．3 脚 窯
く30 歳

700 −999 ．0，6。子 どもの 有無

D ．F．
　 　 　 　 　 2

Z2 値
　 　 　 　 9．08寧 串

乳 幼児 あ り 0、2申 王000卿 0．31

小 ・中 ・高校 生有 り Q．13
一399万 円 0．31・

400 −699 一〇．2一
30＝＜ 《40一399万 円 ．05 串 纏

700−999 ，0．1，世帯年 収 クラ ス

D ．F．
　 　 　 　 　 3

κ
2
値

400冨＜ ＜；699 0．11・
1000剛 一〇．ユ

700＝＜ ＜＝ggg D，06・ 一399万 円
，05寧

7．61事

1000＝〈 0．29 40〔ト699 匹

非該当 0．19崩 購

主婦年代 × 世

帯年 収 ク ラス

D，F，
　 　 　 　 12
〜値
　 　 　 　 19．D6‡

40＝く く50700 −999 α47幽

1000一 0．09

世帯 主職業 （一

般被傭 者）
D ，F．
　 　 　 　 　 1
κ
2
値

　 　 　 　 4．56 申 事

一399 万 円

　　　曙−円
0．71宰 串

該当 ．0．2．
40〔〉｝699 “

50＝＜ ＜60
無 職 0．16・ 700幽999 0、05

パ ート・
アル バ イ ト 一〇ユー

1000呷 ．0，8主婦就業状況

D ．F．
　 　 　 　 　 4
κ
2
値

　 　 　 　 ユ1，51 脚

0．37喚曜
一399万 円 ．0．4

内職

家業 ．0．1，
400冖699 ，0．2

60＝ く

フ ル タイ ム ．0，2 700−999 0．ユ6

大学 ・大 学院 2．55 索 畔 1000一 0L44
主婦 学歴

D 、F．
　 　 　 　 　 2
×
2
値

　 　 124．ユ3率 畔

短大 ・専門学校
一1．1榊 寧 大学 ・大学院 11，2噛 寧 宰

高校 ・中学
・1．5

く 30歳 短大 ・専門学校 一5，2 宰 率宰

矯高校 ・中学

大学 ・大 学 院 一3．3 畔 串

30＝く く40 短大 ・専門学校 ／．63零＊事

高校 ・中学 ユ．ア2

大学 ・大学院
・2．1轄 嘱

表 中、榊申
は 0．1％、紳

は 1％、虚

は5％、一は 10％ の 危

険率で 有意 で あ る こ とを示す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

主婦年代x 主

婦学歴

D，F，
　 　 　 　 　 8

κ
2
値

　 　 91．35韓事

40＝ く く 50 短 大 ・専門学校 LO8 ＊ 料

高校 ・中学 1，02

大 学 ・大 学院 ．2．6亡轄

50＝＜ ＜ 60 短 大 ・専門学校 1．19牌 卓

高校 ・中学 1．36

大 学 ・大 学院 一3，2

60＝く 短 大 ・専門学校 1．3

高校 ・中学 ユ，85
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帯主職業 （
一

般 被傭者） × 主婦学歴」で ある 。

　 最右欄 には、変数の 内容ご との 効果の 値を示 した 。 各変数ご と に変数 の 内容 の 最後 に書かれた

変数 レベ ル を基準 に して 、その 値 よ りも、効果が大 きい 場 合に は プ ラ ス 、効果が小 さい 場合に は

マ イナ ス の 値 を とる c 各 レ ベ ル の 効果 の 値の 合計が 0 に等 し い とい う制約条件が あ るため 、最後

の レ ベ ル の 値は、全体の 効果の値 の 和か ら求め られる 。 しか し、その ため、最後の レ ベ ル の 効果

に つ い て の 検定値は
、 求め られ て い ない

。
こ の計算結果に よれ ば、ご み問題 に関す る グル

ー
プへ

の活動参加率 は、主婦の 年代が 30歳未満で有意に 高い
。 学歴に つ い て は、「大学 ・大学院」レベ

ル でや は り有意に高い
。 主婦年代 と主婦学歴の 交互作用 も有意であるが、30歳以 下 で は 「大学 ・

大学院」修 rの高学歴の層が有意であるが 、30 歳代以上 で は 「大学 ・大学院」 レ ベ ル の高学歴

者が有意に低 くて 、「短大 ・専門学校」の 層で 有意に高 くな っ て い る6 こ れは、30 歳以下の 「大

学 ・大学院」修了者の参加率が他 に比 べ て 圧倒的に高 い こ とに よ る と考えられる。い ずれ に せ

よ、「短大 ・専門学校」は、表 2 の 世帯類型 の 結果 か ら も類推 され る よ うに平均以上 の 学歴 とい

え るわけで あるか ら、30歳代以 h で も高学歴層の 参加が 高 い 傾向にある と い える で あろ う。

　子ど もの 有無に つ い て み る と、「小 ・中 ・高校生」または 「乳幼児」あ りの 場合には参加率は

高 い
。

一方、「（乳幼 児 ・小 中高校生 ）い ずれ もな い 」場合に は有意に参加率は 低 い 。 こ れ は、矢

澤 らの 調査結果で 、 仕会的に 活動する 団体へ の 参加の きっ か けが PTA 活動な どが多い とい う結

果が述べ られ て い る が、こ こ で もやは り同様の 事情が きっ か けに なっ て い る 可能性が 高い こ とを

指摘で きるであろ う。

　世帯年収に つ い て は 399万 円未満の 層では参加率は有意に低 い が 、700 万円以上で は参加率は

高 くな り、こ れは上野の 指摘に
一

致する 。 特に 40 歳以上 で はそ の 傾 向が明 らか で ある 、 世帯主

職業で みる と、
一

般被傭者以外の 世帯で 参加率が高くな る 。 陛帯主職業は 、主婦学歴 との 交互 作

用項 で も有意で ある が 、こ の とき に は
一

般被傭者以外の 世帯で 主婦 の 学歴が 「大学 ・大学院」と

高学歴 の場合に 、参加率が有意に高くな っ て い る 。 上野の指摘 に よ れ ば 日本で は 女性 の 学歴 の 高

さ と 配偶者 の 学歴 は相関を持 つ こ とから、世帯主の 学歴 も高い こ とが推定で きる 。 こ れは、世帯

主 の 職業が専門職か被傭者管理職 の 世帯で あ ろ うと推察 され る 。

　こ の ようにごみ問題 に関する グル ープへ の 参加の有無につ い て世帯属性 との 関連 をみる と、上

野 、 矢澤 らの調査結果 と符合する点が 多い
。 上野、矢澤ら の調査は環境保全活動に限 らない 幅広

い 主婦 （女性）の 社会的な活動 へ の 参加に つ い て分析 した もの で あるが 、こ れ らの 調査結果 と符

合する とい うこ とは 、ごみ 問題 に関する運動へ の 参加が 、最近の 主婦の 社会的活動へ の 参加 の
一一一

形態である こ とを示唆 して い る と考 え られ よう。

5．考　察

　本論文では 、 全国 2 人以上世帯の 主婦へ の ア ン ケー ト調査結果を用 い て 、「ご み 問題」に関す

る ゲ ル ープへ の 参加 LV：帯の 要1大1の 分析 を行 っ た。

　本論文では、特に以 下 の 点に着目した分析を行 っ た 。 （D 既婚女性の 環境保全活動参加に は、
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「世帯主 の 職業」が大 き く影響する の で は な い か ． （2）「子 どもの 有無お よび成長段階」 も大 きな

要因で は な い か 。 （3）「匿帯 の 所得」も、 大 きな要因で あ ろ う。 （4）「主婦 の 学歴」の 高さ 。 （5）本

人の 環境に対する 意識の 高 さ （今同は こ の 点に つ い て は考慮 しない ）。

　 その 結果 、 「子 どもの 有無お よび成長段階」「主婦の年代」「主婦の 学歴」「世帯主職業 （
一

般被

傭者か どうか）」「世帯年収」「主婦の 就業状況」などが あげられ た 。 要因の分析の 前に既 に述べ

たが、この 調査の 質問票にお い て、「回答者の i三婦自身か または家族の 誰か」が参加 して い る場

合 としたが、回答者で ある 主婦自身が 主に関与 して い る と考えられ る ご み 問題を中心に考察する

と、こ の 4 つ の 着目点は ほぼ検証 された。

　 「世帯主 の職業」に 関 して は、
一

般被傭者世帯か ど うか で 分類 されたが、
一

般被傭者IU：帯外で

参加率が 高い 傾向に ある との 結果 に な っ た。さらに 、こ れ との 交互作用 で 、一般被傭者以外の 世

帯で 、か つ 主婦の 学歴が 高い ほ ど参加率が 高 まる こ ともわか っ た 。 さ ら に 、世帯年収 とあわ せ て

み る と 、 年収 の 高 い ほ ど参加率が高 まる 。 また 、 主婦の 就業状況で 見る と、家業従事の 場合に は

参加率が低 くな る傾向にある。最終的に、こ れ ら の 結果をあわせ る と、被傭者管理職 世帯 と専門

職世帯 （非単夫婦）が 、 ごみ問題に 関する グル ープへ の 参加する傾向の高 い 世帯で ある と考えら

れ る 。 こ れ は 、単純に表 2 で 参加者の率の 高い 2 類型で あるが、しか し、こ の 2類型 で の 参加率

の 高 い 理 由と して 、本論文の 多項 ロ ジ ッ トモ デ ル で の分析結果か ら、こ の 2 類型で は、矢澤 らの

調査分析 の 結果 と同様に、世帯年収が高 い こ と、主婦 の 学歴が比較的高 い うえに就業 して い な い

こ と、子 どもが い る こ とが 明ら か に な っ た 。

　 日本に お ける環境保全活動で み た よ うに 、日本 に お け る 環境保全活動 は 、公 害被害者 を中心 と

した公害運動 とその 後 の 自然保護運動の 二 つ が 主流で あ っ た 。最近 の 地球環境を中心 と した問題

が指摘され 、入 々 の 日常的な行動が環境の 破壊 の 原 因 とな っ て い る の だ とい う認識が広 まっ て 初

め て 市民が 自分の足 もとか ら見直す運動が起 きて きた 。 これ は 、 単に
一

般市民の 中で の環境 に対

する 意識が高 まっ ただけで は な く、参加者の社会経済的な背憲が こ れ を後押 しする体制にあ っ た

ためであ る とい うこ とがで きよ う。こ こ で の 分析か ら明 らか にな っ たよ うに、こ と主婦の環境保

全活動に た い する積極的な活動へ の 参加は、主婦が自分 自身と杜会 との 関わ り方を変え始め たこ

とに起因 し、彼女 らが積極的 に社会の あ り方 を見直す行動 を始め たか ら こ そ盛 ん に な っ た運動で

ある と考え る べ きで あろ う。 彼女 ら の運動は、自分 自身 の 問題意識か ら行動が 開始され 、自分 自

身 の 生活を土 台に して い る。環境に 対する 一般 市民 の 活動が単 なる 「流行 り」で はな い か、と危

惧する 声 もある が 、こ の ように地に足が つ い た運動は、「流行 り廃 り」とい っ た もの か らは無縁

で あ ろ う。

注

（1）「代理人運動」「
．
フ tT ラ ム 」活動 を担う女性たちに つ い て は 矢澤 ほ か （1993）等参照の こ と。

（2）島 田晴雄 （1986）は、特に 1第 2章労働供給 と家 計」 にお い て 妻 の 労働供給 を 夫の 所得や 幼児 の 有無で

　 説 明 す る ミク ロ 経 済 モ デ ル を紹 介 して い る。

（3）平成 3年社会生 活基 本調査 に お け る 「社会的活動」とは、大 きく 「社会奉仕活動」 と 「社会参加活動 （婦

　 人 活動、青少年活動、消費者活動労働運動等）」に 分 けら れ る、，「社会奉仕活動」 は さ ら に 「地域社会や
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青柳 ：環境保 全活動 を担 う 人々

　 居住地域 の 人 に 対す る 杜会奉仕 （道路や 公園の 清掃 ・防犯活動
・
交通安全 運動等）」「福祉施設等 の 人 に

　 対する 杜会奉仕 （施設 の 慰問 ・施設の 入 と の 交流等）1「児童 ・老人 ・障害者 に対す る 社会奉仕 （子供会

　 の 世 話 ・老 人 の 世 話 ・点訳 ・手話奉仕等〕」「特定地 域 （僻地 や 災害地 等〕 の 入 に 対す る社会奉仕 （援護

　 物資や資金 の 募集 ・
現地で の 労力奉仕等）」「そ の 他 般 の 人に 対す る社会奉仕 （福祉 の 集い 開催 ・献血 ・

　 無料法律相談等）」「公 的 な仕会奉仕 （民生委員
・
保護司

・
行政 相談委員等）」。

〔4）調査方法に つ い て の 詳細 は 以下 の 通 り。 調査対象は 20歳以 上 の 既婚女性 。 抽出方法は住民基奉台帳をも

　　とに した 層化 2段階無作為抽出で ある 。 層化 に あた っ て は、全国の 市町村 を北海道、東北、か ら九 州 （沖

　 縄 を含む）の 12 ブ ロ ッ ク にわ け、さ ら に そ れ ぞ れ の ブ ロ ッ ク 内で 都市規模 に よ っ て 3分類 （13 大都 「ti、

　 そ の 他の 市、郡 部）に分 類、そ れ ぞ れ の 都市 規模 の 推定 母集団 の 大 きさに よ り、5，000の 標本 を比例配分

　　した 。 抽出方法は、国勢調査 の 調査区を 第
一
次抽出単位 と して 用い 、一調査地点で の 標本数が 20〜30程

　 度 に な る よ うに 調査地点数 を 決め た 。さ ら に そ れ ぞ れ の ブ ロ ッ ク ・都市規模 の 層 ご とに 等 間 隔抽出法 （市

　 区町村の 配列 は 「市区町村 コ
ー

ド
．一

覧」 に よ る ）に よ っ て 調査地点 を拙出 した。さ らに調査地点 の 範囲

　 内の 住民 基本 台帳 に よ り等 間 隔抽 出 法 に よ っ て 調査対 象者 を抽 出 した 。

　　 調査 の 実施 は、〔社） 中央調査社 に 委託 して 行 っ た．したが っ て 以 上 の 標本抽出 も （杜）中央調 査社 に

　　よる もの で ある 。 調査員は、（社〉中央調査社 に お い て 、毎月の 調査 を行 っ て い る 調査員が 本調査 の 面接

　　も行 っ た 。 調査員は 、抽出 さ れ た 調査対象者 の 自宅 を訪問 、調査 の 趣旨を説明 し調査票 を渡 し、後 日回

　 収 に 出向 きそ こ で 調査票 を確認 し て 受け取 る 、とい う方法で 調査票 の 回 収 を行 っ た 。

　　 な お 、本論文で の 調査 は 、国立 環境研究所 が 環境庁地球環境研究総合推進費で 行 っ た 1家庭 で の エ ネ

　 ル ギ
ー

消費 に 関す る調査．」の
一

部 を用い たもの で あり、そ の よ うな事情 か ら、人々 の 環境 に対す る態度

　 形成等に関す る 設 問 は 省 か れ て い る．しか し、
こ の よ うな 観点か らの 調査 も後 に は 行わ れ て い るの で 、い

　 ず れ 発表の 機会 を も ち た い 、、

〔5）ク ラ ス ター
分析 に は、東京大学大型計算機 セ ン ター

の HITACH −M880 （VOS3 ）上 の SAS （Statisdcal　Ana且ysis

　 System） Release　5．18、お よ びパ ーソ ナ ル コ ン ピュ
ー

タ
ー
用 の Release6．03 を利用 した、，い ずれ も、SAS

　
”’
CLUSTER

”
プ ロ シ ジ ャ に よ り、群平均法を用 い た計算を行 っ た。詳細は、　SAS （1990）を参照 n ク ラ ス

　　ター分析に あた っ て は 、表2 にあ げ た 「年収」1住居 〔一戸 建 て か否か ｝」「世帯 卞 年齢」「世 帯 主学 歴 1

　 「主 婦学 歴」「家族 人数」「活動参加率」「主 婦 の 就業状況 1お よ び 「世帯 ギ の 職業 1を、そ れ ぞ れ該当　一＝

　　ユ、非該当＝0 と して 用 い た 。

（6）従来、ク ロ ス 集計 な どを作成 し、x
コ

検定な ど に よ る 有意性 の 検定 な どで 変数 の 関連性 をチ ェ ッ クす る

　　とい う方法が しば しば行われて きた、，しか し、こ の 方法 の 場合、こ こ の 変数の レ ベ ル ご との 有意性 を

　 チ ェ ッ クす る こ とは 難 しい 、とい う問 題 が ある、，また 、有意 に 関 連す る変 数が い くつ か あ る と考え ら れ

　 る場合、そ れ ぞ れ の 変数に つ い て 多重ク ロ ス を作成 して 有意 か どうか み るの で ある が、そ の 多重 ク ロ ス

　 表 が 複雑 に な っ て し まう とい う問題 もあ っ た 。 多項 ロ ジ ッ トの 場合以．ヒの 点が うま く回 避 で きる こ とが

　 特徴 で あ る。ま た、多項 ロ ジ ッ トに よる 解析 に よ る 解析 の も っ と も大 きな メ リ ッ トは、関連 の 強 さ を
一

　 般 の 重呵帰 の 場合の よ うに 求め られ る と い う点 に 特徴 が あ り、筆者 は こ の 最後の 点に つ い て 特 に 重視 し

　 た の で 、多項 ロ ジ ッ ト分 析を本論文 に採用 した n 詳細 は Maddala （玉983L 松 田 〔1988）．等参照。

（7〕多項 ロ ジ ッ トの こ の 分析 は、各変数の 組み 合 わせ すべ て に つ い て び）項 目を取 り ヒげ た飽和 モ デ ル （松 田

　 198Sな ど参照）と、飽和モ デ ル の 変数い くつ か につ い て パ ラ メータ
ー

を 0 と仮定する 不 飽和モ デ ル が モ

　 デ ル と し て 考え ら れ る うち、最適 な モ デ ル を取 り ヒげ る もの で あ る、， 尤 度 比 を用 い た検 定 は、こ の 日安

　　とな る もの で あ る （松 田 ，1988 ：43 ｝。尤度比検定は、パ ラ メ
ー

タ
ーが ある値 （た と えば 0） を とる と考

　 え る 制約付モ デ ル と特 にそ の よ う な仮 定 を しな い 非 制 約 モ デ ル との 尤度比 （そ れ ぞ れ の 最大尤度 の 比 、こ

　　こ で は仮 に LR と表記）を 考える と、統計量 ．2Log （LR ）は、制約付モ デ ル が正 しい と き （つ まり、こ こ

　 で は パ ラ メ
ー

タ
ーが 0の と き）ほ ぼ 自由度 驃 本数一1）の ズ 分布 に 従 う。 した が っ て 、あ る 有意水準 で、
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こ の 統計量が x2統計量 よ り大きけれ ば、パ ラ メ
ーターが 0 を と る と い う制約付 モ デ ル は棄却 され る。つ

まり、計算 され た パ ラ メ
ー

タ
ー

の 値 は 0 で は な い とい う仮 説 が 支持 され る。

　なお、計算に あ た っ て は、ク ラ ス タ
ー

分 析 と同様に、東京大 学 大 型 計算機 セ ン タ
ー

の SAS を 用 い た。
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       WHO  ACT  FOR  ENVIRONMENT?  :

PEOPLE  WHO  JOIN  ENVIRONMENTAL  ACTIONS

AOYAGI-USUI  Midori

        Social and  Environmental Systems Division

NATIONAL  INSTITUTE  FOR  ENVIRONMENTAL  STUDIES

          JAPAN  ENVIRONMENT  AGENCY

       Onogawa  16-2, Tsukuba, Ibaraki 305, JAPAN

     We  analyze  the attributes  of  people,and especially  housewives who  act for and

join environmental  groups. Our hypothesis is that there has been a large increase in

social  movement  participation among  married  women,  going beyond passive concern.

Social participation by women  has been widely  discussed in the fields of  feminism

and  social  movement  studies. In Japan, for example,  Ueno  (1994) discussed housewives

who  activelyjoin  social  networks.  They  belong to upper  social  class,  are  highly educated,

and  have enough  time and  income to join. Yazawa  and  et. al.(1993)  made  detqiled

survey  in Yokohama  City and  sub-urban  areas;  their conclusion  was  the most  of  the

housewives who  join network  activities  had almost  the same  profile found by Ueno.

The  PTA(Parent and  Teachers Association) activities of  their children's  schooS  was  the

first opportunity  to participate in such  social  activities.

     Data comes  from interviews with  a  nationwide  stratified random  sample  of  5,OOO

housewives(80.5% of  them  
-
 4,025 - responded)  

･,
 completed  in summer,  1990, We

focused on  the  characteristics  of  those  who  joined 
'waste

 management  groups'. Some

significant  relationships  with  variables,  
-
 

'Husband',

 
'Occupation',

 
'Family

 income',
'Educational

 stage  of  children',  
'Age'

 - were  found using  multiple  logit analysis.  We

conclude  that housewives who  join environmental  active  groups have very  similar

attributes as married  women  in the wider  social movement.

Keyveords andphrases:  environmentalactions,  socialparticipation,  nzultiple  logit

                    analysis
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